
環境にイイこと、プラス。 廃棄物を削減する取り組み

廃棄物分別を徹底するために

廃棄物の再資源化

ユニー店舗

リサイクルセンター

リサイクル工場

販 売

ユニー店

段ボール箱による納品 発泡スチロール容器による納品 通い箱（オリコン）による納品

店の中での販売活動や商品加工・サービスから発生する廃棄物を、
リサイクル資源にする取り組みをしています。
1.発泡スチロールの再資源化　　2.食品廃棄物の再資源化
3.段ボールは100％リサイクル　  4.OA紙の再資源化

ユニーで発生するゴミ

古紙業者にて
リサイクル

リサイクル工場にて
リサイクル

再生工場

フラワーポット
ベンチ原料

お客様が持ち帰るゴミ

フラワーポット
ベンチ原料

アルミ缶
再生アルミ製品

牛乳パック（再生紙の原料）や食品トレイ（再生プラスチックの原
料）、アルミ缶（再生アルミの原料）は、各店舗にリサイクルボックス
を設置し、ゴミの再生利用にお客様と一緒に取り組んでいます。

段ボール

発泡スチロール
容器段ボール箱

100％回収 リサイクル処理

生ゴミ
生ゴミ処理機で処理

トイレットペーパー飼料・肥料

物流センター

「ユニーのゴミ図鑑」と教育用DVD 事務所内の分別箱「ゴミステーション」 モールのテナント従業員の集合教育

　ユニーの廃棄物分別計量は、
店舗の直営部だけではなく、入
店されているコンセッショナリーや
テナント、お客様用ゴミ箱など共
有部分での廃棄物など、あらゆ
る廃棄物で行っています。正確
に分別計量してもらうために、関
連している全ての人 を々教育して
います。

廃棄物計量システム

ユニーに入ってくるゴミ
商品搬入時に商品を入れてきた段ボール箱や発泡スチロールの容器を

使い捨てから通い箱（オリコン）にすることによって、廃棄物の発生を抑制しています。

オリコンをリユース

牛乳
パック

トレイ アルミ缶 ペット
ボトル

レジ袋

お客様とともに回収

（単位：kg）
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店舗における廃棄物排出量
　ユニーでは2003年度より順次店舗に廃棄物計量器を設置し、全ての廃棄物を排出場所ごとに分別計量を実施しています。排出場所（売り
場、テナント、その他）ごとに管理することで排出責任を明確にし、廃棄物の発生要因を追求し発生抑制に努めています。また排出された廃棄
物も種類ごとに分別を徹底することで再生資源としての価値が上がり、リサイクルが進みます。
　2011年度の廃棄物総排出量は2010年比98.4％と1.6％削減できました。ほとんどの種類で削減できましたが構成比の高いダンボール、一
般可燃ごみが横ばいのため減少幅が小さくなっています。店舗で排出される廃棄物の約50％は段ボールです。年々オリコンやクレートなどの通
い箱を導入することによって段ボールを削減してきました。オリコンやクレートが導入済みで今後は段ボールの大幅な削減が難しいので、店舗に
おける廃棄商品、ロスを削減することで、生ゴミや容器包装の可燃ごみ、ビニールゴミを削減していきたいと考えています。また一般可燃ごみ
に混入している再生できる紙類を選別するなど、正しい分別を行うことで一般可燃ごみを削減していきます。
　まずは廃棄物を出さない発生抑制に取り組み、排出された廃棄物は正しく分別することによって焼却ゴミの削減と再生資源としてのリサイク
ルを進めていきます。
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シールを発行します。同時にデータは事務所の端末に記録、
集計され、本社環境社会貢献部の端末に送信されます。テナ
ントや売場には毎月集計された結果が告知されます。

計量した廃棄物は、それぞれ温度管理された廃棄物庫で保管
されます。腐敗しやすい食品廃棄物などは冷蔵保管されます。
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廃棄物構成比率
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廃棄物排出量

廃棄物は排出場所・分別毎にバー
コードで管理し、計量器に載せ、重
量を計ります。

企業活動による廃棄物をできるだけ出さないようにするためには、廃棄物の発生場所や原因、種類などを正確に捉えることが必要です。
ユニーでは全店舗で廃棄物計量器を設置し、排出場所・分類別に計量し、廃棄物の発生抑制やリサイクル推進に努めています。
また、家庭に持ち帰るとゴミになる容器包装をできるだけ削減し、さらに使用済みの容器包装を店頭回収して再生利用しています。

廃棄物を削減する取り組み

廃棄物削減のための取り組み

2011年度年間廃棄物排出量

2011年度
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